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第４回 三木市バス交通活性化協議会議事録（抜粋） 

（平成２７年１月２６日(月)） 

 

（開会挨拶） 

会長    皆さん、お集まりいただきましてどうもありがとうございま

す。第４回の協議会を開催させていただきます。 

 

（会長退任挨拶） 

会長    今日は、最初ではあるんですが、ちょっと残念な話をさせて

いただきたいと思います。 

 

（退任理由の説明） 

 

会長    これをもって、この協議会の委員を辞任させていただきます。

どうも長い間ありがとうございました。それでは、事務局にお

返しします。 

 

（副会長退任理由の説明） 

 

（会長、副会長退席の後、一旦休憩） 

 

（協議会再開） 

副市長   それでは協議会を再開させていただきたいと思います。 

      今、○○会長と○○副会長の方から、辞任ということでござ

います。これについては止むを得ないと判断いたしますけれど

も、規約上では本来、会長に何かあるときには副会長がという

ことになっておりますが、両方ともが退任ということになりま

すと、規約の中にございませんので、今回に限っては、私が進

めさせていただくことを、委員会の皆様方に御了解をお願いし

たいと思いますが、進めさせていただいてよろしいでしょうか。 

 

     （異議なしの声） 

 

副市長   ありがとうございます。 

      会長、副会長については、互選となっておりますので、次回

の協議会の中で決めていただくように、事務局としても調整を
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進めて行きたいと思います。 

      今の○○会長、○○副会長が申しました内容について、何か

ご意見ございますでしょうか。 

 

     （発言なし） 

 

副市長   事務局としましては、○○も言いましたように、精一杯の調

整はしてきたつもりでございます。ただ、○○教授のお考え、

それから市としての考え方、基本的にはどちらも市民の皆様の

ためにということで考えた案が、基本的に○○教授のお考えと

我々の事務局の考え方とが、どうしても納得していただけなか

ったということで、これについては本当に残念な結果になって

おります。確かに○○も言いましたように、実はこれは内部の

話で大変失礼なんですけれども、○○教授のお話が我々の方に

伝わっていなかったということもございまして、その判断の中

で齟齬が生じたということも事実でございます。ですから、○

○教授の基本的な考え方と、市長の基本的な考え方とが全然食

い違っているようにみえますけれども、実は全然食い違ってい

なくて、教授がおっしゃったように、パーソントリップ調査、

それから意識調査の結果を案の中に反映させていくような案

にしていかなければならないという当たり前のことなんです。

そのことが事務局の中できっちりと情報共有ができていなか

たったというのが大きな理由になりまして、そのことも○○の

方が深く責任を感じまして、自分の中で、自分として自分が許

せないということで退任をしたということでございますので、

お許しをいただきたいと思います。本当に御迷惑をかけて申し

訳ございません。 

      それでは、もし御意見がなければ、本日の会議を次第に従っ

て進めたいと思います。 

    

     （事務局から資料「第３回 バス交通活性化協議会議事録（抜

粋）」説明） 

 

副市長   前回に警察さんの方に御無理を言ってました内容（市内の運

転免許保有状況）なんですが、これは今、高齢者の率が大変上

がってきております。その中でも、高齢者になってきますと、
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運転免許証を返納しようという方が増えてこようかと思いま

す。やはりそういうデータがバス交通を見直していく中で大変

重要な資料になってくるということもございまして、会長から

そのような御依頼があったのでございます。これについて、簡

単に資料の説明をしていただきたいと思います。よろしくお願

い申し上げます。 

 

     （三木警察署交通課○○警部補から資料「みきの交通事故概要」

説明） 

      １ 交通事故発生状況（市内での死亡事例等を含む） 

      ２ 高齢者による事故の状況 

      ３ 運転免許保有状況（申請取消件数を含む） 

 

副市長   ありがとうございます。 

質問の方がもしありましたら、次の協議事項のパーソントリ

ップ調査の報告書を簡単に説明させていただいて、一括してい

ただきたいと思います。 

続けて、時間も押しておりますので、パーソントリップ調査

の報告書について、事務局の方から説明したいと思います。 

 

    （事務局から資料「三木市バス交通計画調査中間報告書」説明） 

 

副市長   ありがとうございました。 

      これはあくまでもサラッと説明しました。これはまだ概要を

集計した段階で、これをまだクロス分析といいまして、例えば

年齢とか地域とかそういったものを連携した分析をした結果

を今作業中でございます。その結果を基に、計画に反映してい

く必要があろうかと思います。あくまでもこれは、表紙に書い

てますように「中間報告」ということで御理解をお願いしたい

と思います。 

      あまり時間はないんですが、この中で、これはちょっと聞き

たいというようなところがございましたら、警察さんの御説明

も含めて、質問があればお聞きしたいと思います。 

      ○○先生もおっしゃったように、本来はパーソントリップ調

査、それから意識調査、このデータを基にしてこれを反映する

ような格好でバス交通網の改革案をつくっていく必要がござ
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います。ですから、貴重なデータが出てきておりますので、こ

れを、クロス分析をかけて反映していく格好になろうかと思い

ます。なかなかこれだけ単純集計なので、これで意見を求める

のは大変難しいかもしれませんけれども、何か質問で結構です

けれどございませんか。 

 

     （発言なし） 

 

副市長   ないようですので、これを基に今後分析を進めてバス交通網

の計画に反映できるように事務局としてがんばってこの協議

会に提示したいと思います。 

      本日はこの調査の結果を基に計画に反映するということも

ございまして、中間報告の報告がメインでございました。 

      その他として、事務局として特に今ないんですけれども、何

か委員さんの中から御質問等ございましたら、何でも結構でご

ざいますので、御発言をお願いしたいと思います。 

 

委員    会長、副会長さんの準備というのは、次回までに整うんです

か。 

 

副市長   その件については、突然の話でしたので、びっくりしており

ますので、次回までに事務局に時間をいただきたいと思います。

その間に必ず選任ができるように整えますので、次回までお時

間を頂戴したいと思います。これは事務局一任でお願いできた

らと思います。 

 

委員     ○○先生の辞任の理由について長い詳しい理由をいただき

ましたけれど、その中で、先生は自分の思うようにしたいとい

う意識がちょっと強かったんじゃないかと。やっぱり協議会の

会長としては、それぞれ事務局案や我々委員の意見も聞きなが

ら調整をしていただくと、こういうふうにしていただいた方が

我々としてはありがたいのではないかと思いますので、会長、

副会長を選任される時には、共調性があるといいますか、我々

の意見も参考にして進めてもらうような会長、副会長を選任し

ていただきたいと思いますので、一つお願いしたいと思います。 
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副市長   ありがとうございます。 

      ○○委員さんから御指摘されましたように、ちょっと私もみ

ておりました中で、○○先生の発言が多かったのかなというふ

うにも思いますので、今後このようなデータを皆様にお示しを

し、その中で御意見を頂戴できるような進め方をできるように

会長、副会長の選任についても事務局としてがんばってまいり

たいと思います。ただ、我々としては後どのようにして進めて

行くのかということなんですけれども、これについてちょっと

だけ時間をいただいて、御説明をさせていただいてもよろしい

でしょうか。やはり委員さんのほうも、会長、副会長が突然辞

任ということで御心配になって、この協議会がどうなっていく

んだろうと、本当にまとまっていくのかなということも御心配

だと思いますので、今、事務局で考えております計画のスケジ

ュールについて、事務局の方から簡単に説明をさせていただけ

ればと思います。 

 

事務局   失礼いたします。 

      今後のスケジュールですが、あくまでも事務局案として口頭

とホワイトボードの方で記入させていただきながら御説明さ

せていただきたいと思います。 

      第３回の協議会でお示ししたスケジュールであれば、２月に

協議会として見直しの案を策定しまして、それを３月から市民

の皆様との意見交換会を行う予定でしたけれども、本日こうい

った事態となりましたので、最終的には４月中を目途に協議会

としての案を固めたい。それについては、２月、３月、４月と

第５回、第６回、第７回と協議会を開催させていただきながら、

４月に協議会としての見直し案を固めたいと思います。 

      それを受けまして、５月の中旬から８月の中旬頃、この３か

月間期間をいただきまして、住民の皆様との意見交換会をさせ

ていただきまして、８月の下旬には意見交換会の意見を反映し

た案を確定させまして、地域公共交通会議にかけられればと思

っています。 

      当初、意見交換会の後、それらの意見を受けて修正した案に

ついて決定して、住民の皆様への説明会というものを予定して

おりましたが、この説明会に代えまして、９月１日の広報みき

の別冊としてバス交通網の見直し計画というものを住民の皆



6 

 

様に全戸配布させていただきたいと考えています。 

      事業者様との調整は当然必要ですが、１０月１日に見直し運

行のスタートというのは堅持をしたいと考えています。 

      あくまでも事務局の試案ということなんですが、このスケジ

ュールにつきましては、皆様のお手元にペーパーの方で、お配

りを郵送なりでさせていただきたいと思います。 

 

副市長   この計画を、事務局の方が端折ってしまいましたので、説明

しておかないといけないんですけれども。 

      ２月中の第５回の協議会、次の協議会ですね。それまでに、

今、各路線、路線バスもみっきぃバスも直通バスも含めて、そ

れぞれの路線の人数とか分析をしています。その分析結果を皆

さんにお示しをして、その結果で第５回の協議をしていただこ

うかなというふうに思っています。今までみたいに何も資料を

出さないでというようにできませんので、第５回目には各路線

の分析結果をお出しして、その結果をお話ししていただく。 

      第６回については、今ここにお示ししましたパーソントリッ

プ調査及び意識調査、これのクロス分析が出来上がってまいり

ますので、その分析結果を基にして各路線の分とも合わせた内

容に案をつくって御提示をしたいと。それで、できることでし

たら、第６回の時に、第７回の成案に近いものをつくり上げま

すので、その段階で皆さんに議論をいただいて、１か月間かけ

てじっくりと読み込んでいただいて、第７回の時に成案として

まとめていただければというふうに今考えているところでご

ざいます。 

      その中身としては、やはりいっぺんにゴソッと全てのバス交

通網を変えてしまうというのは、なかなか最終形というのは難

しいと思います。ですから、バスの計画については、長期、中

期、短期というふうに考えながら、とりあえずこの１０月１日

の改正は短期の改正、その時に、今、先生は大変１５０円均一

については怒られましたけれども、我々としては、その方法を

駆使することによって、その第１回目の改正によって皆さんの

乗っている、ニコパカードとかいろいろな方法があるんですけ

ど、それを導入することによって、皆さんの乗車のきっちりし

たデータが手に入ります。そのデータを分析して次のステップ

の改正に持っていきたいというふうに考えておりまして、とり
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あえずこの今年の１０月１日の改正は短期。それから後、皆さ

んと協議をする中で、中期、長期。長期はやはり５年先か４年

先か、そのくらいの最終的にこういう形のバス交通網が完成す

れば良いなというふうに持っていきたいと思っております。 

それから、今日こんな急なお話があったものですから、○○

会長さん、区長協議会さんの方には、日程調整を前にお願いし

たやつが、これで変更になってしまうような結果になってしま

います。これは、次の区長協議会の方で私の方からも事情を説

明をして謝って訂正をしていただきたいと思いますので、○○

会長許してください。こんな形になるとは思いませんでしたの

で。本当にお許しをお願いしたいというのが２つ目です。 

それから３点目としては、神姫さんの方に、やはり前の日程

から後ろにちょっとずれ込んでいきますので、改正をしていく

のに大変事業者としてタイトな日程になってくるというふう

に思います。これについては、ゾーンさんは○○社長お見えに

なっていませんけれども、また、○○課長、タイトな日程にな

りますけれども、三木市のために協議をさせていただきたい。 

そのような形で進めていきたいというふうに思います。何か

この内容、全体のことで結構ですから、何でも結構ですから何

か御意見ございませんか。 

 

委員     加東土木事務所で企画調整を担当しています○○と申しま

す。今回この会に初めて参加させていただいて、私もこういう

ことになるとは思っていなかったので驚いております。 

      私の方でも事務局のようなものをさせてもらってまして、事

務局の御苦労というのは非常によく分かります。 

そういうことも含めまして２点お尋ねしたいのが、今、○○

先生がお辞めになりまして、会長、副会長を今回委員の中から

互選するというお話でございますか。 

１点目は、○○先生は学識という立場でお入りになっている

んだろうなということで、先生がお辞めになられるということ

は、学識委員がいなくなる。ということで考えますと、○○先

生の代わりに新しい学識の委員の方を今後お探しされる予定

なのかということが１点。 

もう１点は、副会長の○○さんも責任を取ってお辞めになら

れたようなんですけれども、こういう委員の構成からしまして
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もですね、○○副会長さんの御留任というものはなされないの

でしょうか。その２点をお伺いしたいと思います。 

 

副市長   ありがとうございます。 

 私の方からお答えさせてもらいます。 

 会長、副会長の選任については、今おっしゃったように学識

経験等々の分担がございます。これについては、委員の中でも

ダブった形で選任させていただいている方がおられますので、

それは事務局で一度検討させていただきたいというふうに思

います。やはり、学識経験者の方に途中からというのは、なか

なか実際の現実の話では難しいというふうに思います。 

 後、○○の件なんですけれども、これは私としては、やはり

庁内の組織も体制が動いて行く中で、どこが本当に交通の関係

を持つのが良いのかということも含めまして検討していきた

いと思っておりまして、正直なところ、今ここにおります○○

部長を副会長に、私としてはお願いをすればなと思っているの

ですが、基本的には会長が選ぶということになっておりますの

で、それについては会長が決まってからということでお願いを

したいというふうに思っています。 

 

委員    この間の連合の理事会の時に、バスの意見交換会が３月から

５月の間にやりましょうというのがありましたね。それはこの

中の、３月の中旬なら２月の協議会で決まったこと以降のこと

ですね。 

 

副市長   今ごめんなさいと言ったのが、その３月から５月というのが

５月から８月にずれ込んでしまうんです。ですから、今お願い

しているのが全部キャンセルになってしまって５月から８月

に後ろにずらしてくださいということを次回の区長協議会で

謝ります。私も今日こんな話になると思いませんでしたので、

それはもう平に僕も謝りますので。３月、４月は無理なので、

今お願いしてますのをキャンセルしていただいて、５月から、

５、６、７、８の間、５月の中旬からですから実質３か月、こ

の間に区長会、老人会の意見交換会を一緒にされるか別々かと

いうのは別にしましても、させていただければというふうに思

いますので、また改めて日程調整を。 
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委員    場所の問題も、公民館を取ろうとしているから、２か月前に

言うように言われているから。 

 

副市長   私もこんなことになるとは思わなかったので、許してくださ

い。 

 

委員    分かりました。 

 

副市長   他に何かございませんか。 

 

オブザーバー 

スケジュール感がちょっとずれているということで、８月末 

までに意見交換会の意見を取りまとめてということで１０月 

にそれを反映するということだったと思うんですけども、ちょ 

っとできることとできないことがあると思うので、それは段階 

的に次のステップにつなげられるように、御意見を十分に参考 

にさせていただいて、できる分についてはできる限り事業者と 

して努力してやってまいりたいです。 

 

副市長   同じことで、協議会としましても、できる限り意見交換会に

かける成案の中で神姫さんの方の御負担がないように皆さん

の力を借りてつくっていきたいと思いますけれども、やはり微

調整があろうかと思いますので、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

 

委員    今回議論している中で一番大きな問題は、市内の均一運賃な

んですよ。これを１０月にめざして改正されるのか、ではなく

て、その点も含めて今後検討されるのか、その辺のところを御

回答いただきたいのと、もし均一運賃にするんであれば、６か

月くらい前からある程度ＰＲしないと、それからニコパカード

の普及を進めていかないと多分、移行はできないと思いますの

で、その辺のところもどうされるのか。 

 

副市長   ニコパカードの件については、今の現状報告だけしておきま

すと、○○会長のお話もありましたけれども、市としましては、
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今のデータの回答結果から、単純集計の中でも安価な方という

か希望が多うございます。市としては、１０月１日に導入した

いという方向は変わっておりません。今、御存じだと思うんで

すけれども、近畿運輸局さんの方とも、この前協議をさせてい

ただきまして、一つの方法として、「こういう方法ではどうで

すか。これだったら現金であっても行けますよ。」という方法

を示していただいておりますので、一度その案も含めて早急に

この協議会の中で議論させていただきたいというふうに思い

ます。 

 

委員    私が聞いている中身では、ニコパカードに限るということで

お話が進んでいると運輸局の方からは。 

 

副市長   今聞いていますのは、ここで御説明しますけれども、ニコパ

カードの金額の入っていないカード、「三木バスカード」みた

いなものを作って、（読取機に）当ててもらう。そのことによ

って、今は「現金が入っていません」という表示が出るんです

けれども、それを「現金で１５０円お支払ください」というシ

ステムに改修することは可能というふうに聞いております。そ

のことによって、近畿運輸局さんの方は今国の方が示しており

ますビッグデータの収集にもなっていくということで、大変良

い方向ではないのかということでございます。ひょっとすれば

国の今の地域創生の補助事業にも対応できるのではないかと

聞いておりますので、一応その方向で検討すればということで

指導を受けておりますので、また詳しい内容については、次回

の協議会の中で提案をさせていただけたらと考えております。

今そんな状況なんです。これは私と○○部長とが一緒に行って

おりますので。○○部長何か他に。 

 

委員    基本的には、ＩＣカードを持ってもらうというのが基本スタ

ンスです。その中で、例えば高齢者の方にとりましては、チャ

ージとかそういう面でなかなか対応しづらいところがあろう

かと思いますので、例えばニコパカードでは残金ゼロの場合で

もシステム上で履歴が残るというふうに聞いてますので、乗車

のバス停と降車のバス停が最終的にデータとして蓄積される

と聞いていますので、そうであるならば、タッチをしていただ
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いて１５０円の現金を払っていただくということで、手間的に

は逆に現金を払っていただく方が手間なんですけれども、最終

的にそういう形でやっていただく中でニコパカードの使用に

慣れていただこうと。例えば、今ご利用になっていない方々に

もそういう形で利用していただくように慣れていただこうと

いう趣旨も込めまして、新たに物はニコパカードです。システ

ムはそのまま利用させていただいた上で、例えばカード上に

「三木市バスカード」というような表示をしまして配布させて

いただきたい、こんなふうに考えています。 

 

副市長   そのことも含めて次回。 

 

委員     三木市さんと近畿運輸局がお話されているというのはよく

わかるんですけれども、神姫バスさんが実際に運用しますので、

よく神姫バスさんを入れて御検討いただきたいと思います。 

 

副市長   ありがとうございます。 

       

委員    直通バスが最初できた折に、国の方の関係で途中下車ができ

ないと言われていたんですが、もうそれは国の方から許可は下

りたんですか。途中下車するというのは可能になったんですか。 

 

委員    そこは「棲み分け」という話があったんです。いくつかバス

がありますよね。神姫さんの路線バス、コミュニティバスのみ

っきぃバス、医療センター行き、と３つの枠組みがあったんで

すね。その垣根を取り除くのが均一運賃なんです。均一運賃に

なればその垣根が取り除かれるんです。そこが一番大きな問題

なんです。それがオッケーになれば途中下車ができるんですけ

れども、今の現状で、路線バスは路線バス、みっきぃバスはみ

っきぃバス、医療センター行きは医療センター行きという形を

残すのであれば、途中下車はできません。料金形態が違うとい

うことですから。その垣根を除くというのが均一運賃なんです。 

 

副市長   そのために全体をくっつけて一本にしたいというのとつな

がってくるんです。今の段階では、乗降自由というのはニコパ

カードがどうなろうと、現金である程度高い金額を払ってもら
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うにしましても、一緒にする、垣根を取ってしまうということ

になれば乗降自由になりますので、市としてはその方向で進め

ていきたいというふうに、この辺も含めて協議会の方にきっち

りと案としてお示しをできたらと思います。 

 

委員    少しでも効率よく、利用者が利用しやすいように、この会で

考えていただけたらと思います。 

 

委員    もう一点。コミュニティバスが全国で結構普及しております。

ただ、コミュニティバスの話を先行して考えれば、既存のバス

会社の路線というのは採算が合わなくなります。それでそのバ

ス路線を撤退すると。バス会社は民間でございますので、撤退

するような事例も増えてきています。よく考えてバス路線を残

していこうというのであれば、既存のバス会社のことをよく考

えていただいて、コミュニティバスをどんどん普及させていく

のではなくて、全体的な三木市内の交通をどういうようにして

いくかということを一番念頭に置いて今後も考えていただき

たいというふうに思います。 

 

（閉会挨拶） 

副市長   ありがとうございます。 

      時間を押して大変申し訳ないのですが、今日は突然に最初に

このようなことがあって、委員の皆さん本当にびっくりされた

と思います。正直を言って私もどうしようかと思ったんですけ

れど、皆さんの御協力の下で無事に第４回目の協議会を終了す

ることができて、本当にありがとうございます。 

      次回は２月の中旬から後半というふうに思っておりますが、

また日程調整をさせていただきながら御案内をさせていただ

くということになろうかと思いますので、よろしくお願いを申

し上げます。本当に突然びっくりさせまして、皆さんのおかげ

でこのように無事に本協議会を終了することができましたこ

とに御礼を申し上げたいと思います。本当に御協力ありがとう

ございました。 

    

（閉会） 


